
初生こどもの家 てんし           支援プログラム         令和 8年 10 月 作成 

理念 
多様なニーズに応え一人一人の自立を支援し、可能性を最大限に引き出す支援を目指します。 

支援方針 

集団生活を通じて基本的な生活習慣や社会的ルールを学び、多様性を理解しながら達成感や自信を養うことで、他者への思いやりやコミュニ

ケーション能力を高め、積極的な社会参加を促進します。 

営業時間 14 時 30 分～17時 30 分 送迎実施の有無 
有（学校のお迎え） 

※帰りの送迎は要相談 

 支援内容 

本
人
支
援 

健康・生活 

日常生活における様々な遊びを通して学びを得られる環境を整えるとともに、一人ひとりの発達過程や特性に配慮し、小さなサインから心身

の異変にいち早く気づけるよう支援します。 

運動・感覚 

体全体を使う活動により、体のバランスや体をコントロールする力を養い粗大運動の発達を促します。 

空間の物の概念形成を促し、適切な距離や行動の習得を支援します。 

認知・行動 

言語や記憶力を育む認知トレーニングを提供し、ルールの理解や感情のコントロールを促進することで、自己理解を深める支援を行います。

子どもたちが認知、解釈しやすいように環境を整え、安心した気持ちで過ごすことが出来るように支援します。 

言語・ 

コミュニケ

ーション 

・挨拶や、場面に合った言葉遣い、人との相互作用によるコミュニケーション力の獲得をします。 

・支援者が間に入りながら、活動を通して他者とのやり取りが経験できる場を提供します。 

・自分で選択する機会を作り、自分の思いを相手に伝えられる機会を作っていきます。 

人間関係・

社会性 

小集団や集団の中での活動を通して、場の共有、順番を守る、ルールに従う、他者と協力する、失敗や負けを受け入れるといったスキルを育

成する機会を提供します。人との関わり方については職員が助言を行うことで肯定的な関りを増やす支援を行います。 

家族支援 
子供に対する情報の提供と、定期的支援調整 

移行支援 
進路や移行先の選択についての本人や家族への相談援助 

地域支援・ 

地域連携 

教育機関の関係者等との連携、買い物・図書館 

ケース検討のための会議へ出席 
職員の質の向上 

子どもの深掘り、定期的な職員研修、コミュニケーショ

ン能力の強化、個別検討会議 

主な行事等 

夏祭り、誕生会、クリスマス会 

（長期休みお出かけあり） 

 


